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高額療養費と付加給付について（子ども医療費助成） 

○高額療養費について 

支払った医療費の自己負担額（１か月）が高額になったとき、一定の限度額を超えた部分が高額療養費と

して加入している健康保険（保険者）から支給されます。 

自己負担額が限度額をこえない場合でも、同じ健康保険に加入の方で複数の方が同じ月に医療機関を

受診した場合やひとりで複数の医療機関を受診した場合などは、医療費を合算することができます。70歳未

満の方が合算できるのは21,000円以上の医療費になります。 

限度額は、被保険者（加入者本人）の課税状況や所得により異なります。 

 

 〈高額療養費に該当する場合〉 

①下記の限度額をこえたとき 

②自己負担額が21,000円以上の医療費が複数あり、同じ月、同じ健康保険に加入の方で合算して下記の

限度額をこえた場合（同じ医療機関を受診し、月の合計が21,000円以上の場合にも合算対象です） 

＊同じ医療機関でも医科入院・外来、歯科入院・外来は分けて計算となります。 

 

〈平成27年１月から（７０歳未満の方の高額療養費の限度額）〉 

適用区分 自己負担限度額 

（ひと月の限度額（年３回まで）） 

多数該当 

（４回目以降の限度額） 

区分ア 標準報酬月額83万円以上の方 252,600円 

＋（総医療費－842,000）×１％ 

140,100円 

区分イ 標準報酬月額53万～79万円の方 167,400円 

＋（総医療費－558,000）×１％ 

93,000円 

区分ウ 標準報酬月額28万～50万円の方 80,100円 

＋（総医療費－267,000）×１％ 

44,000円 

区分エ 標準報酬月額26万円以下の方 57,600円 44,000円 

区分オ 住民税非課税者 35,400円 24,600円 

 ※適用区分がわからない場合には、加入している健康保険（保険者）にご確認ください。 

 

○限度額認定証の利用について 

限度額認定証は、あらかじめ加入している健康保険に手続きすることで、医療機関での支払い額（入院・

外来）が自己負担限度額までとなる認定証です。手続きは加入保険にご確認ください。 

医療費が高額になりそうな場合には、あらかじめ加入保険から「限度額認定証」を発行してもらい、健康保

険証と一緒に医療機関に提示してください。 

 

○付加給付について 

付加給付は、健康保険組合や共済組合独自の給付制度で、加入している健康保険により、支給基準が

異なります（全国健康保険協会、国民健康保険には付加給付はありません）。保険診療の自己負担額が一

定の金額を超えると付加給付が支給される場合があります。この場合は、子ども医療費の助成から付加給付

金を差し引くことになりますので、「付加給付支払決定通知書（原本）」を添えて、社会福祉課へ申請くださ

い。 
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○子ども医療費の助成手続きについて 

子ども医療費では、高額療養費や付加給付に該当している場合、医療機関に支払った金額（保険適用外

は除く）から高額療養費や付加給付として健康保険から支払われた金額を差し引いた金額を助成します（高

額療養費や付加給付を除いた残りの自己負担金が助成の対象となります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 高額療養費・付加給付の申請に必要なもの（加入保険にて） 

□健康保険証 □振込先の通帳 □印鑑 

□該当月医療費の領収書 

＊同じ健康保険に加入のご家族の方で、同じ診療月に21,000円以上の医療費がある場合は、その領

収書も必要となります。 

＊上記必要な書類は参考のため、詳しい手続きについては加入の健康保険へお問合せください。 

 

２ 高額療養費・付加給付の支給（加入保険より） 

加入の健康保険から、高額療養費・付加給付の支給（診療月の翌月からおおむね２～３か月後）がありま

す。支給の際には「高額療養費（付加給付）支給決定通知書」（健康保険により通知書の名称が異なります）

の送付があります。 

 

３ 子ども医療費の申請に必要なもの（市役所にて） 

□お子さんの健康保険証 □印鑑 □子ども医療費助成申請書（市役所窓口・市HPにあります） 

□お子さんの医療費の領収書 

＊同じ健康保険に加入のご家族の方で、同じ診療月に21,000円以上の医療費がある場合は、その領

収書も必要となります。 

□健康保険からの高額療養費（付加給付）支給決定通知書 

 

４ 子ども医療費の支給（市役所より） 

事務処理上の締め切りは毎月月末で、支給は翌月の中旬です。 

（留意事項） 

・子ども医療費での申請は、医療機関にお金を支払った翌月から５年以内となりますので、５年を超えて申

請した場合にはお戻しできません。 

・高額療養費や付加給付の加入保険への申請は、診療月の翌月から２年間となりますので、早めに手続

きお願いします。 
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